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2025年夏、 私は北九州市立大学のプログラムで中国・大連に3週間の語学研修に参加し

ま した。 初めての長期海外生活で、 出発前は「中国語はちゃんと通じるのか？」「友達は で

きるのか？ 」と不安でいっぱいでした。 しかし、 実際に現地で過ごした3週間は、 語学力の

向上だけでなく、 自分自身の価値観や考え方までも変えてくれる濃い時間となりました。 こ

こではその体験を、 授業・学外活動・日常生活・学びと成長・ 今後の展望という5つの観点

から報告します。

1. 留学先での取り組み

大連外国語大学に到着した初日、 広いキャンパスと大 きな校舎にまず圧倒されました。 最初

の1週間は北几州市立大学の学生だけの特別クラスで、 午前中は先生がマンツ ーマンに近い

形で発 音や単 語 を徹底的に教えてくれま した。

特 に印象的だったのは、 先生が「休可以的！ （あなたならできる！）」と何度も励ましてく

れたこと です。 発音を間違えてクラスが笑いに包まれることもありましたが、 先生も一緒に

笑ってくれたおかげで、 恥ずかしさよりも「次はうまく言ってみたい」という気持ちの方が

強くなりました。 先生の元気さとわかりやすい授業スタイルがとても印象的でした。 単語ひ

とつひとつを丁寧に教え込んでくれて、 そのおかげで文法やリスニングも自然と頭に入って

きました。 何より授業が楽しく、 「もっと中国語をやりたい 」という気持ちがどんどん強く

なっていきました。

2週目からはレベル別に分かれ、 他の園の留学生たちとの合同授業が始まりました。 クラス

にはイタ リア人やロシア人が多く、 特にロシア人の中国語 レベルの高さには驚か されまし

た。 彼らは漢字もゼロからのスタ ー トなのに、 どんどん話せるようになっていきます。 その

姿を見て、 私も「もっと頑張らないと」 と刺激を受けました。 授業は先生と の対話が中心

で、 発表こそなかったが、 簡単な中国語のゲームを一緒にしたり、 外国人の クラスメ ー トと

交流しながら学ぶことができました。 自分から話しかけてみると、 みなとてもフレンドリ ー

で、 外国の学生と友達になれた のは大 きな収穫で した。

午後はほぼ毎日、 文化体験がありました。 書道や中国結び、 そして中国の伝統楽器・胡薦絲

（フルス）の演奏体験も行いました。 フルスは瓢箪（ひょうたん）の形をした笛のような楽

器で、 音色は澄んでいて美しいが、 吹くには意外とたくさんの息が必要でした。 初めて音が

出たときの感動は今でも忘れられません。 他にも大連市内の観光や博物館見学など、 盛りだ

くさんの 活動が続き、 中国文化を肌で感じら れた 3週間 でした。








